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数の教え方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007/11/11新潟定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．前提となること
何も出来ない子どもにいきなり数を教えてもだめ。まず、以下の事柄をあらかじめ教えておく。
指示に従って椅子にすわれる
簡単な言葉の指示に従える
物の名前がわかる
動作の模倣ができる
色や大小、多い少ないなどの簡単な形容詞が理解できる
音声模倣ができる（発語が必要なプログラムの場合）
物の名前が言える（発語が必要なプログラムの場合）
２．「１つ」と「２つ」の区別
最初は受容言語（「聞いて分かる」ということ）として、「１つ」と「２つ」を区別することから教える。（「１個」「２個」でもかまわない）
同じ色・形・大きさの積み木か何かを何個か用意する（単色で目立つ色のものがよい）。
紙皿か15ｃｍ四方の白い厚紙を2 枚用意する。片方には積み木を１つ、もう片方には２つ載
せる。子どもが積み木をいじるようなら、テープで固定しておく。
① 「１つ」の印象づけ

紙皿か厚紙に積み木を１つ載せたもの（以下「１つのお皿」という）をテーブルの上、子
どもの正面（子供の側のテーブルの端から15ｃｍの位置）に置き、同時に「１つ」とはっ
きりした声で言う。子供の右手を取って、お皿か積み木を触らせる（プロンプト）。直ちに

強化する（ほめると同時になでる、くすぐる、好きな絵本を見せる、など）。次の試行から
徐々にプロンプトをフェーディングしていく。最後にプロンプトなしでも5 回連続して正解し

たら、次に行く。
②「２つ」の教材の導入

子どもの近くには「１つのお皿」を置き、子どもから遠い方のテーブルの端に、積み木が
２つ入った紙皿（「２つのお皿」）を置く。「１つ」と言って必要ならプロンプトし、１つの
お皿を触らせる。直ちに強化。「２つのお皿」を毎試行ごとに徐々に子どもの方に近づけて
いき、最後に「１つのお皿」の真横に置くようにする。お皿の左右の位置は時々入れ替え
る。プロンプトなしでも連続10 試行中9 試行以上正解するようになったら、次のステップ
へ。
③ 「２つ」の印象づけ

今度は「２つのお皿」について同じことをする。まずテーブルの上に「２つのお皿」だけ
を置いて、大人が「２つ」と言ってお皿にさわらせる。強化。プロンプトフェーディング。
徐々に「１つのお皿」をテーブルの端から近づけていく。指示は「２つ」だけを繰り返す。
時折左右を入替える。プロンプトなしで連続10 試行中9 試行以上正解したら、次のステップへ。
④ 「１つ」と「２つ」の交互練習

「１つ」と「２つ」を数試行ずつ、交互に練習する。最初は「１つ」をプロンプトし、プロンプトなしで２～５試行正解したら、次は「２つ」を同じように訓練する。そのあとまた「１つ」に戻る。
次第に、一方から他方に切り替えるまでの試行数を短くしていく。切り替えの時、せいぜい1回のプロンプトでスムーズに切り替えられるようになったら、次のステップへ。
⑤「１つ」と「２つ」のランダムローテーション

「１つ」と「２つ」の指示をランダム（不規則）に提示する。例えば、一つ、一つ、二つ、一つ、
二つ、二つ、二つ、一つ、一つ、二つ、一つ．．．といった感じ。途中間違えたら正
解するために必要最小限のプロンプトをし、正解させてから、再びプロンプトをフェーディングする。プロンプトなしで連続10 試行中9 試行以上正解したら、「１つ」と「２つ」を区別できた、と言える。ただしあと２、３日かけて何度も復習し、しっかり定着させる。
⑥般化訓練

積み木で、「１つ」と「２つ」が区別できたら、ただちに他にも色々な物で、１つと２つを区別させる（例：おもちゃの車、おはじき、おもちゃの動物など）。また1 人の大人だけが訓練するのではなく、他の大人にも指示を出してもらう。これを「般化訓練」という。
３．「一つ」～「四つ」の区別
「一つ」から「四つ」までは、大抵の子どもが、数えなくても視覚的に（パッと見で）区別できる。そこで、言われた数のお皿を、パッと見て答えることを練習する。
①「一つ」と「二つ」を区別できたら、般化訓練と並行して、ただちに「三つ」を導入する。
最初は「二つ」と「三つ」を訓練。ランダムで10 試行中9 試行以上正解したら、「一つ」と「三つ」の区別を訓練。それもランダムで10 回中９回正解したら、最後に「一つ」「二つ」「三つ」のすべてをランダムローテーションする。これも10 回中９回以上正解。
②「一つ」～「三つ」が区別できたら、「四つ」を導入する。これも同じように。
③ 般化訓練をする。
４．「いくつ？」（表出言語）
「いくつ？」という質問に言葉で答えられるようにする。音声模倣能力があり、物の名前が言えることが前提。大人が「一つ」「二つ」と言って選ばせてから、その直後に「いくつ？」と聞いて「一つ」あるいは「二つ」と言わせる。上手になってきたら、表出言語の訓練だけを独立させる。

まだ音声模倣能力がなければ、先にそれを教えるか、あるいは音声言語を当面断念して、代わりに指で数字を表わしたり、数字カードを選ぶことで代替する。
① 指示の言葉の模倣

最初は（２）の受容言語としての「一つ」と「二つ」の訓練から始める。ただし今度は、
子どもに「一つ」「二つ」と、指示の言葉をまねさせながらさわらせる。
②「いくつ？」

「一つ」「二つ」と、指示の言葉をまねさせながら触れるようになったら、今度は子どもが
お皿をさわった直後に大人がそのお皿を指差して「いくつ？」と聞く。すかさず大人が「一
つ」（あるいは「二つ」）と答えを言ってやり、子供にまねさせる。
これを繰り返しながら、徐々にプロンプトを減らしていく。例えば、「ひとつ」と言うの
ではなく、「ひと・・・」とだけ言ってやり、あとは自分で言わせる。次は「ひ・・」だ
け。その声も徐々にかすかにしていく。最後にプロンプトなしで「いくつ？」と聞いた
ら、「ひとつ」「ふたつ」と答えられるようにする。
④ 表出訓練の独立

上手になってきたら、指示を出してさわらせる手順を省略して、いきなり「いくつ？」「いくつ？」と二つのお皿を指差しながら聞いていく。最初はプロンプト。二つのお皿をランダムで聞くようにする。
⑤ 「三つ」「四つ」についても同じように訓練する。
⑥ 複数のお皿を並べるのではなく、一枚ずつお皿を見せて、「いくつ？」と聞いて答えられるようにする。これも最初はプロンプト。うまく行かなければ、前のステップを復習する。
５．５つ以上の数（数を数える）
四つか五つまでなら、目で見て見分けられるが、それ以上になると、「数える」ということを教
える必要がある。
① 二つの積み木が入った紙皿、あるいは厚紙をテーブルに置き、「いくつ？」と聞いて「二つ」
と答えさせる。続いて「数えてみよう」と言って、子供と一緒に積み木をひとつずつ指で
さわりながら、「一つ」「二つ」と数える。数え終わったら、「いくつ？」と聞き、もう一度
「二つ」と言わせる。徐々にプロンプトを減らして、子どもだけでも「一つ」「二つ」と言
いながら、指で触れるようにする。
② 三つ、四つ、一つについても同じようにする。「いくつ？」と聞いて答えさせてから、「数
えてみよう」と言って、数えさせる。数え終わったら「いくつ？」と聞いてもう一度言わ
せる。だんだんこの「いくつ？」をフェーディングして（例えば手振りだけで促す）、数え
終わったら聞かれなくてももう一度その数を言えるようにする。例えば四つを数えるとき
は、「一つ、二つ、三つ、四つ．．．四つ！」と言うように。
③ 次に五つの積み木の入ったお皿をテーブルに置き、「いくつ？」と聞く。今度は子どもに答
えをいう暇を与えず、すかさず「数えてみよう」と言って、一緒に数えだす。「一つ、二つ、
三つ、四つ、五つ」「いくつ？」と聞いてもう一度「五つ」と言ってまねさせる。徐々にフ
ェーディングして、自分で数えられるようにする。指示の言葉は「いくつ？数えてごらん」。
もうわかっていると思っても、毎回数えさせる。
④ ６つ～１０についても同じようにする。異なる数の積み木の入ったお皿をテーブルに並べ
て、それぞれ「いくつ？」と聞いて、数えさせ、答えを言わせる。
⑤ １１以上の数も、徐々に教えていく。最終的には50 くらいまで数えられるように訓練する。
数が多くなったら、おはじきのような小さな物を使う。
６．「○つちょうだい」
こんどはたくさんの数の中から、「○つちょうだい」と言って、指定した数だけ選び出す訓練を
する。
① いきなり「○つちょうだい」と言って渡させるのではなく、最初は「○つ」とだけ指示を
出し、その数だけ選び出させる練習をする。まず小さな積み木を五つくらい固めてテーブ
ル、あるいは厚紙の上に置く。「一つ」と言う。ただちに子どもの手をとり、「一つ」と言
いながら（子どもにも「一つ」と言わせる）指で積み木を一つ押さえて、子どもの手前に
引っ張ってこさせる。強化する（ほめたりなでたりする）。だんだんプロンプトを減らして、
自分から「一つ」と言いながら、手前に積み木を引っ張ってこれるようにする。
② 今度は「二つ」と指示を出す。ただちに手をとって「一つ」「二つ」と数えながら、指で子
どもの近くに引っ張ってこさせる。終わったらもう一度「二つ」と言わせる。徐々にプロ
ンプトフェーディング。プロンプトなしでできるようになったら、「一つ」の指示と「二つ」
の指示をランダムで出して、プロンプトなしで連続５試行正解するまで訓練する。
③ 三つ以降も同様にする。とりあえず五つまで訓練する。新しい指示が加わるごとに従来の
指示とランダムローテーションをする。
④ このとき、大人が無意識にヒントを出してしまいがちである。例えば「四つ」と言って四
つ取らせるとき、子供が「一つ、二つ、三つ、四つ」と四つまで数えたところで、つい身
を乗り出したり、うなずいたりしてしまう。すると子どもはそれを合図にして、数えるの
をやめる。これではわかったことにならない。こういうヒントを出していないかどうかを
確かめるためには、指示（例えば「四つ」）を出したらうつむいて、子どもを見ないように
する。子供が「・・・四つ、五つ、六つ」と止まらずに数え続けたら、これまで知らず知
らずに合図を出していた証拠である。この場合は、最初からもう一度訓練し、最初は合図
（プロンプト）を出すが、だんだんそれをなくしていって、完全に合図なしで言われた数
まで数えたら、ストップできるように訓練する。
⑤ 同じ理由で、最初から「○つちょうだい」と言って手渡させる訓練はしない方がよい。つ
い数え終わったところで、手を出したりして、終わりの合図を出しがちだから。
⑥ 五つまで、言われた数を取り出す訓練がしっかりできたら、六つ以上に増やしていく。ま
たそれと並行して「○つちょうだい」の訓練を始める。まず積み木を五つ並べて、「一つち
ょうだい」と言い、手を出す（手を出すのが終わりの合図にならないように、初めから出
しておく）。子どもをプロンプトして、これまでどおり「一つ」と言いながら指で積み木を
一つ手前に引っ張らせる。できたら軽く強化して、手を持って積み木を大人の手の中に入
れさせる。もっと強く強化する。
⑦ 今度は「二つちょうだい」と言う。同じく直ちに手を出す。子どもを促し、「一つ、二つ」
と数えながら手前に積み木を引っ張ってこさせ、もう一度「二つ」と言わせてから、手を
とって大人の手に入れさせる。強化する。上手になったら、「一つちょうだい」とランダム
ローテーションする。
⑧ これを三つ以上の数についても同じように訓練する。
７．数と数字の対応
「一つ」「二つ」．．．という数と、「１」「２」．．．という数字が対応することを教える。
教材として、横７cm、縦９cm くらいの丈夫な厚紙に１～10 までの数字を書いたカードを作る。
裏にはその数だけの黒丸をマジックで書く。さいころの目のように書いていくとよい。
① 数字の読みを教える。まず「１」のカードをテーブルに置き、「いち」と言って子供の手を
とり、カードに触らせる。これを繰り返しながら、徐々にプロンプトを減らしていき、最
後に「１」と言えば、手をとらなくてもカードに触れるようにする。
② 次に「２」のカードで同じ訓練をする。できたら、「１」と「２」のカードを15ｃｍほど離
して横に並べて、「いち」と言ったら「１」のカード、「に」と言ったら「２」のカードに
さわれるようにする。やり方は、（２）の「一つ」と「二つ」の区別と同じ要領で。また「こ
れなに？」と聞いて「いち」「に」と読めるように訓練する。
③ 同じようにして、10 までの数字の読みを受容及び表出で教える。
④ 今度はカードを裏にして、黒丸の面を表にする。最初は「丸一つ」と「丸二つ」のカード
で、「一つ」と言ったら「丸一つ」、「二つ」と言ったら「丸二つ」のカードにさわれるよう
に訓練する。上手になったら、「丸一つ」のカードをひっくり返し、「１」の面を表にする。
「これなに？」と聞いて「いち」と言わせる。続いて「一つ」と言って、その「１」のカ
ードにさわらせる。ひっくり返して、裏が丸一つであることを確認させる。「１」のカード
と「丸二つ」のカードで、しばらくランダムローテーションする。上手になったら、今度
は「丸二つ」のカードもひっくり返して、「２」の面を表にする。そして「１」のカードと
「２」のカードで、「一つ」と言ったら「１」、「二つ」と言ったら「２」のカードにさわれ
るように訓練する。同じように、10 までのカードについて訓練する。
⑤ また表出言語の訓練として、「１」のカードを見せて「これなに？」なら「いち」、「１はい
くつ？」と聞いたら「ひとつ」と答えられるように訓練する。最初は「１はいくつ？」と
聞きながら、ひっくり返して黒丸の面を見せる。２～10 のカードも同様にする。
⑥ 次に１～10 までの数字カードで、裏に黒丸がないものと、黒丸だけのカードを用意する。
最初に大人の側に１、２，３のカードを並べておく。１のカードを指差し、「１はいくつ？」
と聞いて、「一つ」と言わせる。丸一つのカードを渡し、「いっしょにして」と言って、１
のカードの手前に置かせる。２，３についても同様にする。これを何度か訓練して、今度
は大人の側に１，２，３のカード、子どもの側に丸一つ、二つ、三つのカードを、順番は
バラバラに並べておく。１のカードを指差し、「１はいくつ？」と聞く。「一つ」と言えた
ら、「じゃあ、一緒にして」と言って、丸一つのカードを指差し、そのカードを１のカード
の手前に置かせる。残りのカードも同様にする。徐々にプロンプトをなくしていき、最後
に「一緒にして」と言ったら、対応するカードを自分で一緒にできるようにする。
８．初歩の足し算（「全部でいくつ？」）
いくつかの色の小さな積み木を5～10 個ずつ用意する。積み木でなくてもボタンでも何でもよ
い。
① 例えば子どもから見て左側に、赤い積み木を三つ、右側に青い積み木を二つ置く。「赤、い
くつ？」と聞いて「一つ、二つ、三つ」と数えさせ、数え終えたらもう一度「三つ」と言
わせる。次いで「青いくつ？」と聞いて、同じように数えさせ、「二つ」と言わせる。次に
「全部でいくつ？」と聞く。左から順番に数えさせる。大人も一緒に一つずつ指で触りな
がら、声を出して数えていく。まず赤を「一つ、二つ、三つ」と数えた後、すかさず指を
青い積み木の方にジャンプさせ、「四つ、五つ」と数える。子どもにも数えさせる。これを
繰り返しながら、プロンプトを減らしていき、「全部でいくつ？」と聞いたら、一人で全部
数えられるようにする。
② 「赤いくつ？」「青いくつ？」「全部でいくつ？」をランダムに聞くようにする。例えば最
初に「青いくつ？」と聞き、次に「全部でいくつ？」最後に「赤いくつ？」と聞く。質問
の順番を固定すると、いつまで経っても「全部で」という言葉に反応できないからである。
最初は、「全部」の時には赤と青の積み木を両手で囲むようにしてプロンプトするが、次第
にそのような合図はなくしていき、まったくノーヒントで、いつ「全部で」と聞かれても、
答えられるようにしなければならない。
③ 上手になったら、他の数でも練習する。またいろんな色の積み木や別の教材でも練習する。
④ 数字カードの裏の黒丸カードでも同じように練習する。例えば五つのカードと三つのカー
ドを並べ、「左はいくつ？」と聞いて「五つ」、「右はいくつ？」と聞いて「三つ」と答えさ
せる。それから「全部でいくつ？」と聞いて、黒い丸を全部数えさせ、「八つ」と答えさせ
る。これも「左」と「右」と「全部」をランダムに聞くようにする。
⑤ 上手になったら、数字カードの方を表にして「５と３は全部でいくつ？」と聞く練習をし
てもよい。最初は裏返して数えさせる。上手になったら、数字の面を表にしたまま、指を
使ったり、頭の中で数えさせる。
９．足し算

数式ボード（プラスとイコールの記号を書いただけの厚紙、下図）、数字カード、小さな数教材（つみき、おはじきなど）を用意する。

「１」「２」と言って、数字カードを選べることが前提

数式ボードの＋記号の左側と右側にそれぞれ数字カードを置き、その数だけつみきを数字カードの前に置かせる。

「全部でいくつ？」と聞き、数えさせる。

その数に対応する数字カードを上から選び、等号の右に置かせる。
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